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□為替レートは、１ドル：120.8円、１ユーロ：132.4円、１元：19.0円です。前年比で、円はドルと元に
対して円安、ユーロに対して円高となりました。また、豪ドル・ランド・ルーブルに対しても円高となり
ました。

□2015年度の連結売上高は、前年比▲6.3％減収の1兆8,549億円、営業利益は▲13.8％減益の
2,085億円となりました。営業利益率は▲1.0ポイント減の11.2％です。

□純利益は▲10.8％減益の1,374億円です。

□昨年４月に公表した予想値との比較としては、需要が想定以上に減ったマイナス影響を、為替の円
安効果と旧川越工場の売却益でカバーし、売上高と営業利益は若干のマイナスとなりましたが、純
利益はほぼ達成することができました。



□建設機械・車両の売上高は、前年比▲6.9％減収の1兆6,410億円となりました。主に北米におい
て一般建機の需要を着実に取り込みましたが、鉱山機械の需要低迷に伴う販売減少や中国をは
じめとする新興国における需要・販売の減少が影響しました。

□建設機械・車両のセグメント利益は▲19.0％減益の1,841億円です。

□産業機械他は、売上高は、前年比▲0.6％減収の2,201億円、セグメント利益は、+19.2％増益の
193億円となりました。
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□建設機械・車両の売上高は、前年比▲7.0％減収の1兆6,384億円となりました。

□北米で伸長したものの、中南米・中国・アフリカ等戦略市場での売上減少が響き、前年比で減収と
なりました。その結果、構成比では、伝統市場の比率が増加し、52％となりました。



□売上高は▲1,223億円の減収です。為替の円安効果+263億円のプラス要因はあったものの、中南米・中国・アフリ
カ等の戦略市場での需要減少による物量減が影響しました。

□セグメント利益についても、円安の効果に加えて固定費の削減を行いましたが、前年比▲431億円の減益となりまし
た。
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□リテールファイナンスの総資産は、前年度末に比べ▲299億円減少し、6,515億円となりましたが、

為替のマイナス影響が▲431億円含まれており、実質は+132億円の増加です。

□売上高は増収、利益は主に中国の資産減に伴い減益となりました。
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□産業機械他部門では、半導体業界の安定的な設備稼働に支えられてギガフォトンの売上げが伸長したも

のの、鍛圧機械等の販売が減少したことから、売上高は前年比▲0.6％減収の2,201億円となりまし

た。

□セグメント利益はギガフォトンが貢献し、193億円、セグメント利益率は前年比で1.5ポイント増の8.8％と

なりました。

10



□総資産は前年度末比で、▲1,837億円減少しました。為替の影響が▲1,371億円あり、これを除け

ば、実質は▲466億円の減少です。

□棚卸資産は、前年度末比で▲832億円削減し、そのうちの約半分が為替の影響によります。

□借入金・社債は▲1,315億円減少しましたが、為替の影響が▲254億円含まれています。現金・預

金とネットしたベースでは▲1,327億円の減少です。

□株主資本比率は同+3.4ポイント増の58.0％となりました。

□ネット・デット・エクイティ・レシオは0.23、リテールファイナンス会社を除くと▲0.09です。
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□2015年度実績と、中期経営計画目標との比較についてご説明致します。

□始めに、建設・鉱山機械の需要についてですが、左側グラフの通り、前中計作成時点では2013年

以降緩やかな回復という前提を置きましたが、残念ながら実績は大きく落ち込み、2015年需要は

想定の73％レベルまで下がりました。

□また、その構成においても、戦略市場の占める比率が2012年の57％から2015年の43％まで大き

く下降し、コマツの収益性にもマイナスの影響となりました。

□右側が鉱山機械の需要ですが、こちらの落ち込みは更に大きく、2015年需要は想定の32％レベ

ルまで下がりました。

□建設・鉱山機械市場は、中長期的には大きく成長する市場という見方に変更はありませんが、調整

期間が長引いている状況です。
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□ 次に、中期経営計画で定めた基本戦略と重点活動項目の振り返りです。

□ この３年間、経営の基本戦略と取り組むべき重点活動項目は変えておりませんが、環境が変化する

中、構造改革を加速する等の対応をした結果、一定の成果を出せたと考えます。

□ イノベーションによる成長戦略では、ICT建機の開発・導入と、スマートコンストラクションの推進が大

きな成果であると考えます。

□ 既存事業の成長戦略では、代理店網の強化、最新の排ガス規制に対応した商品の開発・導入を

進め、部品売上高は着実に伸ばすことができました。

□ 土台強化のための構造改革では、需要減少のなかで必要な構造改革を実施するとともに、継続的

なコスト改善活動を行いました。

□ 右下のグラフに示しておりますが、固定費は2013年からの3年間で、人件費の単価アップ影響約

100億円を吸収した上で、構造改革の効果も含めて▲125億円を削減を行いました。2015年度

単年度としては、当初▲76億円の削減予定でしたが、厳しい状況下、▲43億円の追加削減を行

い、合計では対前年で▲119億円の削減を行いました。

13



□ 業績推移と経営目標値についてご説明致します。

□ 実際の需要が中期経営計画の想定を大きく下回ったことにより、為替が想定よりも円安に振

れているプラス影響を含めても、売上高は１兆8,549億円にとどまりました。物量差による大き

なマイナスに加え、新興国売上あるいは鉱山機械事業売上の比率が低下したこと等による構

成差のマイナスも大きく、2015年度の営業利益率実績は11.2％、ROEも9.0％と、残念なが

ら中期経営計画の目標には届きませんでした。

□ 一方、フリー・キャッシュ・フローはプラスを継続しており、ネット・デット・エクイティ・レシオについ

ては2015年度で0.23となり、目標の0.3以下を達成致しました。

□ 配当については、配当性向の基準の30％～50％の間での配当を安定的に行うとともに、

2014年度、11月～1月にかけて、300億円の自社株買いを行うことで、株主への利益還元を

向上させました。
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□為替レートの前提は、１ドル：105円、１ユーロ：119円、１元：16.2円と致します。

□2016年度の業績見通しは、連結売上高が前年比▲9.2％減収の1兆6,850億円、営業利益が
▲28.1％減益の1,500億円、売上高営業利益率は▲2.3ポイント減の8.9％、純利益は920億円
の見通しです。

□ ROEは前年比▲2.8ポイント低下の6.2％になる見通しです。



□2015年度まで建設機械・車両セグメントに含まれておりましたリテールファイナンスを、2016年度
より事業セグメントとして独立致します。それに伴い、2015年度実績も組替表示しております。

□2016年度の建設機械・車両は、需要が低迷する中で収益の拡大を計りますが、円高の影響が大
きく、前年比で減収減益となる見通しです。

□リテールファイナンスは、資産減少及び為替の影響により、前年比減収減益の見通しです。

□産業機械他は、コマツハウスの株式譲渡の影響を除くと、前年比増収の見通しです。
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□2016年度は、円高の影響が大きく、日本を除く全ての地域でマイナスとなり、前年比▲9.7％減収
の1兆4,340億円の見通しです。

□但し、為替影響を除いて物量ベースでマイナスとなるのは、北米・中近東・アフリカです。

□伝統市場の比率は、前年度の51％から53％に増加する見通しです。



□売上高、利益ともに為替による影響が大きく、減収減益の見通しです。

□売上高は、新規連結による影響が+214億円ありますが、円高による影響が▲1,602億円あり
▲1,570億円の減収の見通しです。

□セグメント利益については、新規連結の影響の他、販売価格の改善、固定費の削減等を見込んで
おりますが、円高の影響が大きく、前年比▲400億円の減益の見通しです。

19



20

□リテールファイナンスの総資産は、為替の影響及び中国・オセアニアでの取組み減により、前年度末

比で減少する見通しです。

□収益については、資産減少及び為替の影響により減収減益の見通しです。



□産業機械他部門では、売上高は前年比▲3.7％減収の2,120億円、セグメント利益は前年比▲13

億円減益の180億円の見通しです。なお、コマツハウス売却の影響を除くと、増収の見通しです。
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□2015年度の世界需要は、前年比▲14％の減少となった模様です。

□欧州等一部堅調な地域はあるものの、中国をはじめとする戦略市場の減少が大きく、2期連

続の減少となりました。

□2016年度も、2015年度同様の傾向が続き、中国をはじめとする新興国・資源国の需要回

復にはまだ時間がかかり、全体の需要は▲5％～▲10％と3年連続のマイナスになるもの

と見ております。



□2015年度の日本の需要台数は、前年比▲18％減少になりました。

□油圧ショベルの需要は、レンタル向けを中心に14年度排ガス規制関連の反動減が特に大きく、
想定を下回りました。

□2016年度も、建設投資の減少傾向が続き、需要は前年比▲8％～▲13％と見ております。
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□2015年度の北米の需要は、前年比で▲6％減少しました。

□米国のエンドユーザ向け需要が引続き堅調だった一方、米国のレンタル需要、カナダの需

要が大きく落ち込みました。

□2016年度についても、同様の傾向が続くと考えられ、全体としては前年比▲5％～▲10％

の需要と見ております。
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□2015年度の欧州の需要は、前年比+3％増加となった模様です。

□2016年度もドイツを中心に主要市場が堅調であり、他の北欧・南欧・東欧についても回復

基調が継続すると見ており、対前年で±0％～+5％の見通しです。
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□2015年度の中国の需要は、前年比で▲36％の減少となりました。

□2016年度の需要は、現時点では、依然マイナス傾向が継続し、反動減の影響もあり

▲20％～▲25％と見ております。
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□ 2015年度の東南アジアの需要は、前年比▲15％減少となりました。最大市場のインドネ
シアで鉱山関係・インフラ関連を中心に需要が減少しました。

□ 2016年度は、中国経済低迷の影響もあり、全体的にマイナス基調が継続し、需要は±0％
～▲5％と見ております。
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□2015年度の鉱山機械の需要は前年比▲16％減となった模様です。減少幅は縮まったものの、引

き続き需要はマイナスです。特に超大型の需要の落ち込みが大きくなっています。

□2016年度も、鉱物価格が低迷しユーザが新規投資に慎重であり、限定的な更新需要が中心とな

り前年比▲15％～ ▲20％程度のマイナスになると見ております。需要全体の回復は2017年度

以降になると考えます。
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□2015年度の鉱山機械の売上高は、前年比▲10％減の4,473億円、為替の影響を除くと

▲12％のマイナスとなりました。

□鉱山機械本体売上高が大きく落ち込んでいる一方で、既存の車両を長く使う傾向と、オー

バーホールの堅調な受注で、部品売上高は好調です。為替による影響を除いても前年比で

プラスとなりました。

□2016年度の売上高は、円高の影響で大きく落ち込みますが、為替影響を除くと、本体売上

は需要減により前年比で微減となりますが、部品・サービスは微増、全体はほぼ横ばいと

なる見込みです。
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□ 2015年の部品の売上高は、前年比+3％の3,975億円、為替の影響を除くとほぼ横ばいと

なりました。

□鉱山機械は、前頁の通り堅調に推移しています。

□ 2016年度は、円高影響で売上高は落ちますが、為替影響を除くと、物量ベースでは若干

のプラスと見ております。



□レンタル資産投資を除く生産設備等の投資は、投資総額を抑制する中で補給部品関連・ＩｏＴ・生産改革投

資及び、国内営業拠点の統合を推進していく予定です。

□研究開発費は、排出ガス規制対応や分野別・地域別商品開発の他、イノベーションによる次世代商品開発に

引き続き重点投資し、2016年度は増加を予定しています。

□固定費は、将来の成長のための投資の原資を確保する一方で、構造改革を継続し、全体としては引き続き抑

制していきます。
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(中期経営計画の内容については2016/4/27のニュースリリースも併せてご参照ください)
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□お客様の稼動現場を、お客様と共に革新し、新しい価値を提供し、ＧＥＭＢＡの安全性、生産性を向上させる

ことで、コマツは成長します。

□１００周年、そして更にその先も見据えて、ＧＥＭＢＡの革新に取り組んで、成長を目指します。
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□売上げの約90％を占める建設・鉱山機械事業では、当面、需要の停滞が予想されます。その厳しい環境の中

でも、成長を目指します。

□成長のキーは、ＧＥＭＢＡの課題への解決であり、技能労働者の不足、ＩoＴの進歩、そして、お客さまの現場で

の、安全性、生産性、機械の生涯を通じてのトータルコストの低減です。

□経営全般に関しては、環境、社会、そしてｺｰﾎﾟﾚｰﾄｶﾞﾊﾞﾅﾝｽに関する社会的な期待は更に高まっています。
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□今回の中期経営計画においても、基本戦略は変わらず、イノベーションによる成長、既存事業の成長、構造改

革を継続します。
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□コマツのつながる化は、自工場の生産改革のみではなく、工場が協力企業、そして代理店、更に鉱山機械や

建設機械の稼動現場、お客様とも直接つながるコンセプトです。このコンセプトをイメージ図にしています。

□ＩoＴによるつながる化により、顧客ＧＥＭＢＡ、代理店ＧＥＭＢＡ、そして生産ＧＥＭＢＡのイノベーションを進めま

す。
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□従来から取り組んできたＥＳＧの重要性は、益々高まります。ベースとなるのは、コマツウェイの①ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｶﾞﾊﾞ

ﾅﾝｽの充実、②モノ作り競争力の強化、③お客様にとって、不可欠な存在になるﾌﾞﾗﾝﾄﾞマネジメントです。
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□イノベーションによる成長と既存事業の成長により、100周年に向けて、業界水準を超える成長を目指します。
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□経営目標には新たに成長性を入れ、収益性は、業界トップレベルを維持しながら、同業他社を上回る成長を

目指します。

□配当は、需要が当面停滞する厳しい環境ですが、安定配当を維持し、配当性向を１０ポイント上げて４０％以

上として、６０％を超えない限り、減配はしない方針です。

□リテールファイナンスの経営目標は、効率性と財務の健全性の観点から、ＲＯＡとネットＤ／Ｅレシオという２つ

の指標を設定しました。
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□鉱山機械新車の、受注と売上の指数の推移を示しております。

□グラフは、直近6ヶ月間の新車の受注額を、同じく6ヶ月間の売上高で割った指数の推移です。
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□産業機械の、受注と売上の指数の推移を示しています。グラフは、直近6ヶ月間の受注額を、同じく

6ヶ月間の売上高で割った指数の推移です。
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